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２０２２年度を振り返って

～ 令和５年度全国高等学校総合体育大会に向けて ～
（翔び立て若き翼 北海道総体 2023）

会 長 志 田 幸 雄

はじめに今年で３年目となる新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、コ
ロナ感染症において命を亡くされた方々のご冥福をお祈りし、罹患されまし
た方々には心よりお見舞い申し上げます。各会員におかれましては、種々ご
苦労され、また、様々な取り組みをされていることと思います。このような
中、感染予防対策を徹底しながら大会事業を今年度は、計画通りに進めるこ
とができました。これも競技者の皆様、会員の皆様、後援・協賛頂きました
企業・団体のご協力に心から感謝申し上げます。
主なものを掻い摘んでご報告いたしますと、主催大会、主管、学連大会計

３３大会を実施することができました。これも会員の皆様のご協力の賜物で
す。主な全国大会等で活躍されました選手は、①日本選手権（大阪長居）城
山正太郎選手（ゼンリン札幌）男子走幅跳第４位、高橋祐輔選手（北海道ハ
イテクＡＣ）男子１１０ＭＨ第４位、②国民体育大会（栃木）鮫澤聖香選手
（恵庭北高）女子３００Ｍ第２位、女子４×１００ＭＲとして石堂陽奈選手、
鮫澤聖香選手は北海道代表として優勝。③日本学生対校（京都）、石堂陽奈
選手（環太平洋大学）女子１００Ｍ第２位、芝田愛花選手（環太平洋大学）
女子１００ＭＨ第３位。④全国中学（徳島）舛田快理選手（札幌簾舞中）男
子１００Ｍ見事優勝。これらの選手の活躍は、日頃からの熱心な選手指導を
通年頂いている継続的な赤松幸広強化委員長と井上智雄普及委員長を中心と
した緻密な計画に基づき、個々の指導者の指導の賜物であります。日頃から
のご指導に感謝申し上げます。
来る令和５年度全国高等学校総合体育大会（翔び立て若き翼 北海道総体 2

023）に向けて、さらに心・技・体を鍛え、目標達成の為に指導者の皆様の一
層の努力、指導技術の向上に期待いたします。また、２０２３年に札幌市厚
別公園競技場で開催されます「全国高校総体」が成功裏に終われるようご皆
様方の更なるご協力をお願い致します。
登録審判員の皆様へは、審判技術の継続した研鑽、事業計画に参加及び応

援、各大会での審判業務にご協力をいただき感謝申し上げます。
昨年度、コロナ禍ではありましたが、無事、当協会は、創立９０周年を皆

様方のお力添えで終えることができました。今後も次の１００年を迎えるス
テージに向けて、引き続き変わらぬご支援ご協力をお願い致します。
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２０２２年度 事業中間報告

専務理事 金 子 博 之

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、感染症対策を徹底しながら、大
会等事業をほぼ計画通りに進めることができました。競技者の皆様、札幌陸協会員の皆
様、後援・協賛頂きました企業・団体のご協力に心より感謝いたします。

【財務状況】
今年度も引き続き、大会運営経費等の事業費や管理費の支出減に努めた結果、財務的

に厳しい状況から脱却しつつある状況です。

【各大会開催事業】
今年度は札幌陸協主催・主管26大会、学連審判協力大会7大会のうち日刊スポーツ豊平

川マラソンが大雪の影響の為中止になりましたが、他の大会については実施するができ
ました。特に、南部忠平記念陸上競技大会・北海道マラソン・はまなす車いすマラソン
・札幌マラソンについては３年ぶりの開催となりました。また、８月には札幌で初とな
るナイターディスタンスや北海道マスターズ陸上競技選手権大会を円山競技場で開催し
ました。
コロナ禍で、より重要性を増した医務員について、今年度も我汝会きたひろしま整形

外科病院の原先生のご協力を得て、医師・看護師を派遣して頂きました。誠にありがと
うございます。

【大会結果と強化事業】
南部忠平記念陸上競技大会・北海道マラソン・はまなす車いすマラソンでは、主管陸

協として会員・学連の協力のもと運営の中心を担いました。３年ぶりの開催ということ
もあり、運営上での様々な反省点や課題がありました。来年に向けて、改善を重ねて、
より良い大会を目指していきます。
全国中学男子100ｍで舛田快理選手（簾舞中）、国体女子400ｍRで石堂陽奈選手（環太

平洋大学 立命館慶祥高出身）鮫澤聖香選手（恵庭北高）が優勝という活躍がありまし
た。
強化事業は、限られた予算に中ですが強化練習会等を実施しました。

【選手強化育成基金「さっぽろ選手強化育成基金」】
日本選手権・国体に出場した延べ16選手、全国大会で優勝した選手に激励金・助成金を
贈呈しました。今年度ご協力企業や本協会会員の皆様のご協力を得て、８月末現在約40
万円の基金増資を行うことができました。誠にありがとうございます。

【競技場整備】
円山競技場は競技場2種検定の関係改修工事が終了し、一新された走路・跳躍ピットで

大会や一般開放（練習用）が実施されました。2024年から実施予定の厚別競技場大規模
保全工事に関する要望書を札幌市に提出しました。

【創立90周年事業】
記念誌を４月に発行し、会員の皆様をはじめ関係機関に贈呈しました。

【全国高校総体に向けて】
審 判員について道陸協・道高体連からの依頼を受け、原則65歳以下の会員に審判依頼を
行いました。プレ大会の位置づけでもある、北海道高等学校新人大会を主管として９月に
開催しました。高校総体に必要な厚別競技場の施設・備品関係の改善等要望書を札幌市に
提出しました。競技運営システム（NANS）の研修会を厚別競技場で実施しました。

今後も本協会の事業の在り方等の検討を加えながら2023年度に向け残りの2022年度の
事業を進めていきます。何卒、よろしくお願い致します。
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記録室

■第38回Ｕ20
陸上競技大会

○男子走幅跳 第４位 7m98(+1.3) ○女子200ｍ 第４位 24.66(-1.0)
城山正太郎（ゼンリン） 佐々木菜緒（北海高）

○男子110ｍＨ 第４位 13.57(-1.2) ○男子400mＨ 第６位 51.46
高橋 佑輔（道ハイテクＡＣ） 武藤 優飛（北海高）

○女子100ｍ 第８位 11.66(+0.6)
石堂 陽奈（環太平洋大）

○男子400mＨ 第５位 52.14
武藤 優飛（北海３）

○男子100ｍ 優勝 10.72(+1.4) ○男子4×400mR 第７位 3.18.22
舛田 快理（札幌簾舞３） 立命館慶祥

福村 優大(1)
宮坂 侑汰(3)

林 倖輔(3)
水野琉之介(2)

○女子200ｍ 第４位 24.95(-1.2)
○女子100ｍＨ 優勝13.30(+0.5)（大会新） 佐々木菜緒（北海３）

玉置菜々子（国士館大４）
○女子100ｍ 第６位 11.81(+1.0)

石堂 陽奈（環太平洋大２）

○６年男子100ｍ 第３位 12.28(0.0)
松田 大和（ハイテクＡＣＡ）

○女子コンバインドＡ 第５位 2143点
○男子110ｍＨ 第４位 13.73(+0.8) 山田 莉瑚（ＡＡＡ）

高橋 佑輔（道ハイテクＡＣ）

○女子4×100ｍR 優勝44.76(大会新) 〇男子10000m 第３位
北海道 ﾁｬｰﾙｽﾞﾄﾞｩﾝｸﾞ(日大４) 28:41.11
丸山 彩華（上磯中） ○女子100ｍ 第２位 11.66(+0.4)
鮫澤 聖香（恵庭北高） 石堂 陽奈（環太平洋大２）
石堂 陽奈（環太平洋大） ○女子100ｍＨ 第４位 13.55(-0.4)
御家瀬 緑（住友電工） 芝田 愛花（環太平洋大４）

○成年男子110ｍH 第３位 13.80(+0.5) ○女子100ｍＨ 第８位 13.84(-0.4)
高橋 佑輔（道ハイテクＡＣ） 玉置菜々子（国士館大４）
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○少年Ａ男子300ｍH 第７位 38.40
武藤 優飛（北海高３）

○少年Ａ女子300ｍ 第２位 39.01
鮫澤 聖香（恵庭北高３）

〇U18女子300m 第８位
佐々木菜緒（北海高３）39.90

○U16男子円盤投 第７位 38m05
畠山 幸己（札幌琴似工業高１）

記録 10.72(+1.4) 北海道タイ記録

、
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〇令和４年（2022年）５月３日（火、祝日）札幌市厚別公園競技場
〇令和４年（2022年）10月９日（日） 札幌市厚別公園競技場
〇令和４年（2022年）12月24日（土）予定 札幌市厚別公園競技場
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〒064-0931 札幌市中央区中島公園1番5号
発行 一般財団法人札幌陸上競技協会 札幌市中島体育センター内

広 報 委 員 会 電話・FAX ：(011)532-2471
https://jaaf-sapporo.jp/


